研修カリキュラム（居宅介護職員初任者研修課程）

	科目名
	変更する場合の科目名

	職務の理解（６時間）

	多様なサービスの理解
	

	介護職の仕事内容や働く現場の理解
	

	介護における尊厳の保持・自立支援（９時間）

	人権と尊厳を支える介護
	

	自立に向けた介護
	

	介護の基本（６時間）

	介護職の役割、専門性と多職種との連携
	

	介護職の職業倫理
	

	介護における安全の確保と

リスクマネジメント
	

	介護職の安全
	

	介護・福祉サービスの理解と医療との提携（９時間）

	介護保険制度
	

	医療との連携とリハビリテーション
	

	障害者福祉制度の理念
	

	介護におけるコミュニケーション技術（６時間）

	介護におけるコミュニケーション
	

	介護におけるチームのコミュニケーション
	

	障害の理解（６時間）

	障害の基礎的理解
	

	障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、かかわり支援等の基礎的知識
	

	家族の心理、かかわり支援の理解
	

	認知症・行動障害の理解（６時間）

	認知症を取り巻く状況
	

	医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理
	

	認知症に伴うこころとからだの変化と

日常生活
	

	家族への支援
	

	行動障害とは
	

	自閉症の理解
	

	自閉症の障害特性
	

	行動障害が起きる背景の理解
	

	行動障害を起こさないようにするための
支援とは
	

	老化の理解（３時間）

	老化に伴うこころとからだの変化と日常
	

	高齢者と健康
	

	こころとからだのしくみと生活支援技術（７５時間）

	Ⅰ．基礎知識の学習

	介護の基本的な考え方
	

	介護に関するこころのしくみの基礎的理解
	

	介護に関するからだのしくみの基礎的理解
	

	Ⅱ．生活支援技術の講義・演習

	生活と食事
	

	快適な居住環境整備と介護
	

	整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護
	

	死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと終末期介護
	

	Ⅲ．生活支援技術演習

	介護過程の基礎的理解
	

	総合生活支援技術演習
	

	振り返り

	振り返り
	


	就業への備えと研修修了後における

継続的な研修
	

	Ⅳ　面接指導（講義を通信添削により行う場合は，６時間以上）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	Ⅴ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（障害者居宅介護従業者基礎研修）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　２７時間

	福祉サービスを提供する際の基本的な考え方に関する講義（３時間）

	サービス提供の基本視点
	３
	
	

	障害者福祉及び高齢者保健福祉に係る制度及びｻｰﾋﾞｽ並びに社会保障制度に関する講義（４時間）

	障害者(児)福祉の制度とサービス
	２
	
	

	高齢者福祉の制度とサービス
	２
	
	

	居宅介護に関する講義（３時間）

	ホームヘルプサービス概論
	３
	
	

	障害者及び高齢者の疾病，障害等に関する講義（３時間）

	サービス利用者の理解
	３
	
	

	基礎的な介護技術に関する講義（３時間）

	介護概論
	３
	
	

	家事援助の方法に関する講義（４時間）

	家事援助の方法
	４
	
	

	医学等の関連領域の基礎知識（５時間）

	医学の基礎知識
	３
	
	

	心理面への援助方法
	２
	
	

	Ⅱ　演習　１７時間

	共感的理解と基本的態度の形成
	４
	
	

	介護技術入門
	１０
	
	

	ホームヘルプサービスの共通理解
	３
	
	

	Ⅲ　実習　８時間

	ホームヘルプサービス同行訪問
	４
	
	

	生活介護を行う事業所等見学
	４
	
	

	Ⅳ　面接指導（講義を通信添削により行う場合は，３時間以上）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	Ⅴ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修基礎課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　５時間

	重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義（２時間）

	重度訪問介護の制度とサービス
	１
	
	

	重度訪問介護利用者の理解
	１
	
	

	基礎的な介護に関する講義（１時間）

	介護概論
	１
	
	

	人権に関する講義（２時間）

	人権に関する理解と認識
	２
	
	

	Ⅱ　実習（７時間）

	基礎介護実習
	５
	
	

	外出介護実習
	２
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修追加課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　７時間

	医療的ケアを必要とする重度訪問介護利用者の障害及び支援に関する講義（４時間）

	医療的ケアを必要とする重度訪問介護利用者の障害及び支援
	４
	
	

	コミュニケーションの技術に関する講義（２時間）

	コミュニケーション技術
	２
	
	

	緊急時の対応及び危険防止に関する講義（１時間）

	緊急時の対応及び危険防止
	１
	
	

	Ⅱ　実習（３時間）

	重度肢体不自由者の介護サービス提供現場実習
	３
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（重度訪問介護従業者養成研修統合課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　１１時間

	重度の肢体不自由者の地域生活等に関する講義（２時間）

	重度訪問介護の制度とサービス
	１
	
	

	重度訪問介護利用者の理解
	１
	
	

	基礎的な介護に関する講義（１時間）

	介護概論
	１
	
	

	コミュニケーションの技術に関する講義（２時間）

	コミュニケーション技術
	２
	
	

	喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止に関する講義①（３時間）

	喀痰吸引を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止①
	３
	
	

	経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止に関する講義②（３時間）

	　経管栄養を必要とする重度障害者の障害と支援に関する講義・緊急時の対応及び危険防止②
	３
	
	

	Ⅱ　演習　１時間

	喀痰吸引等に関する演習
	１
	
	

	Ⅲ　実習　８．５時間

	基礎的な介護と重度の肢体不自由者とのコミュニケーションの技術に関する実習
	３
	
	

	外出時の介護技術に関する実習
	２
	
	

	重度の肢体不自由者の介護サービス提供現場での実習
	３．５
	
	


研修カリキュラム（全身性障害者移動支援従業者養成研修課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　１２時間

	障害者福祉に係る制度及びサービスに関する講義（４時間）

	障害者（児）福祉の制度とサービス
	２
	
	

	ガイドヘルパーの制度と業務
	１
	
	

	ガイドヘルパーの職業倫理
	１
	
	

	全身性障害者の疾病，障害等に関する講義（２時間）

	重度肢体不自由者（児）における障害の理解
	１
	
	

	介助に係る車いす及び装具等の理解
	１
	
	

	基礎的な移動支援にかかる技術に関する講義（３時間）

	姿勢保持について
	１
	
	

	コミュニケーションについて
	１
	
	

	事故防止に関する心がけと対策
	１
	
	

	障害者の心理に関する講義（１時間）

	障害者（児）の心理
	１
	
	

	人権に関する講義（２時間）

	人権に関する理解と認識
	２
	
	

	Ⅱ　演習　４時間

	生活行為の介助
	１
	
	

	抱きかかえ方及び移乗の方法
	１
	
	

	車いすの移動介助
	２
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（知的障害者移動介護従業者養成研修課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　１３時間

	障害者福祉に係る制度及びサービスに関する講義（４時間）

	障害者（児）福祉の制度とサービス
	２
	
	

	ガイドヘルパーの制度と業務
	１
	
	

	ガイドヘルパーの職業倫理
	１
	
	

	知的障害者居宅支援に関する講義（３時間）

	ホームヘルプサービス概論
	２
	
	

	ホームヘルパーの職業倫理
	１
	
	

	知的障害者の疾病，障害等に関する講義（４時間）

	障害・疾病の理解
	４
	
	

	基礎的な移動支援に係る技術に関する講義（２時間）

	移動介助の基礎知識
	２
	
	

	障害者の心理に関する講義（１時間）

	障害者の心理
	１
	
	

	人権に関する講義（２時間）

	人権に関する理解と認識識
	２
	
	

	Ⅱ　実習　６時間

	移動介助の基本技術
	１
	
	

	屋内の移動介助
	１
	
	

	屋外の移動介助
	３
	
	

	応用技能
	１
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（精神障害者ホームヘルパー養成特別研修課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　９時間

	精神障害者に関する行政施策に関する講義（１時間）

	精神障害者に対する施策
	１
	
	

	精神障害者に関する基礎知識に関する講義（２時間）

	機能障害及び能力障害・社会的不利の概念
	２
	
	

	統合失調症の慢性状態について
	
	
	

	その他の疾患について
	
	
	

	精神障害者に対するサービスに関する講義（３時間）

	精神障害者へのホームヘルプサービスの意義
	３
	
	

	サービス提供上の要点について
	
	
	

	コミュニケーション上の要点について
	
	
	

	家族への支援について
	
	
	

	継続的なサービス提供について
	
	
	

	困難に遭遇したときの対応について
	
	
	

	Ⅱ　実習　３時間

	コミュニケーション実習
	３
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（同行援護従業者養成研修　一般課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　８．５時間

	外出保障
	１
	
	

	視覚障害の理解と疾病①
	１
	
	

	視覚障害の理解と疾病②
	0.5
	
	

	視覚障害者（児）の心理
	１
	
	

	　視覚障害者（児）福祉の制度と
サービス
	1.5
	
	

	同行援護の制度
	１
	
	

	同行援護従業者の実際と職業倫理
	2.5
	
	

	Ⅱ　講義・演習　３．５時間

	情報提供
	２
	
	

	代筆・代読①
	１
	
	

	代筆・代読②
	0.5
	
	

	Ⅲ　演習　１６時間

	誘導の基本技術①
	４
	
	

	誘導の基本技術②
	３
	
	

	誘導の応用技術
（場面別・街歩き）①
	４
	
	

	誘導の応用技術
（場面別・街歩き）②
	１
	
	

	交通機関の利用
	４
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（同行援護従業者養成研修　応用課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　６時間

	サービス提供責任者の業務
	１
	
	

	様々な利用者への対応
	１
	
	

	個別支援計画と他機関との連携
	１
	
	

	業務上のリスクマネジメント
	１
	
	

	従業者研修の実施
	１
	
	

	同行援護の実務上の留意点
	１
	
	

	Ⅱ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


研修カリキュラム（行動援護従業者養成研修課程）

	科目名
	時間数
	変更する場合の科目名
	時間数

	Ⅰ　講義　１０時間

	強度行動障害がある者の基本的理解に関する講義（１．５時間）

	強度行動障害とは
	
	
	

	強度行動障害と医療
	
	
	

	強度行動障害に関する制度及び支援技術の基礎的な知識に関する講義（５時間）

	強度行動障害と制度
	
	
	

	構造化
	
	
	

	支援の基本的な枠組みと記録
	
	
	

	虐待防止と身体拘束
	
	
	

	実践報告
	
	
	

	強度行動障害がある者へのチーム支援に関する講義（３時間）

	強度行動障害支援の原則
	
	
	

	強度行動障害と生活の組立てに関する講義（０．５時間）

	行動障害のある人の生活と支援の実際
	
	
	

	Ⅱ　演習　１４時間

	基本的な情報収集と記録等の共有に関する演習（１時間）

	情報収集とチームプレイの基本
	
	
	

	行動障害がある者の固有のコミュニケーションの理解に関する演習（３時間）

	固有のコミュニケーション
	
	
	

	行動障害の背景にある特性の理解に関する演習（１．５時間）

	行動障害の背景にあるもの
	
	
	

	障害特性の理解とアセスメントに関する演習（３時間）

	障害特性とアセスメント
	
	
	

	環境調整による強度行動障害の支援に関する演習（３時間）

	構造化の考え方と方法
	
	
	

	記録に基づく支援の評価に関する演習（１．５時間）

	記録の収集と分析
	
	
	

	危機対応と虐待防止に関する演習（１時間）

	危機対応と虐待防止
	
	
	

	Ⅲ　追加科目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


